
　

当
時
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整
」
と
い
う
表
現
は

斬
新
で
あ
り
、「
バ
ブ
ル
後
遺
症
」「
不
良
債
権
問
題
」

の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　

大
阪
万
博
開
催
を
提
唱
し
、
主
導
し
た
こ
と
で
知

ら
れ
る
堺
屋
太
一
氏
が
経
済
企
画
庁
長
官
に
就
任
し

た
の
は
98
年
。
そ
の
堺
屋
長
官
の
下
で
の
99
年
版
経

済
白
書
に
「
3
つ
の
過
剰
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
。

土
地
神
話
、
消
費
神
話
、
完
全
雇
用
神
話
と
い
う

「
3
つ
の
神
話
」
が
消
滅
し
、
雇
用
・
設
備
・
債
務

の
「
3
つ
の
過
剰
」
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
と
の

文
脈
だ
。
以
下
、
原
文
（
一
部
中
略
）
で
あ
る
。

「
設
備
過
剰
感
は
雇
用
過
剰
感
と
密
接
に
関
係
し
て

い
る
。
過
剰
設
備
の
維
持
費
の
か
な
り
の
部
分
が
そ

こ
で
働
い
て
い
る
人
々
の
人
件
費
で
あ
り
、
長
期
雇

用
慣
行
の
も
と
で
こ
れ
が
固
定
費
と
企
業
に
認
識
さ

れ
て
い
る
。
雇
用
が
別
の
方
向
で
活
用
さ
れ
る
途
が

開
け
れ
ば
、
設
備
の
処
理
も
進
み
易
く
な
る
。
逆
に

設
備
の
売
却
な
ど
の
企
業
再
編
に
伴
う
障
壁
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
が
雇
用
の
有
効
活
用
に
つ
な
が
る
。
企

業
の
債
務
の
中
に
も
、
結
果
的
に
は
過
大
と
な
っ
た

設
備
投
資
を
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
し
て
き
た
部
分
が
あ
る
。

債
務
の
重
圧
が
軽
減
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
い
き

さ
つ
に
と
ら
わ
れ
ず
に
企
業
活
動
の
再
構
築
が
進
め

易
く
な
る
。」

　

堺
屋
氏
本
人
が
こ
の
論
理
や
文
章
の
作
成
に
ど
の

程
度
関
わ
っ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不
良
債
権
処
理
に
焦
点

を
当
て
た
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整
」
論

が
、
雇
用
・
設
備
・
債
務
の
過
剰
を
適
正

水
準
に
抑
制
す
る
と
い
う
「
3
つ
の
過
剰
」
論
に
進

化
し
た
。

　

し
か
し
、
結
果
的
に
こ
の
判
断
が
「
失
わ
れ
た
30

年
」
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。
言
わ
ば
「
後
ろ

向
き
経
営
」「
消
極
経
営
」
路
線
で
あ
り
、「
雇
用
も

設
備
も
コ
ス
ト
」
と
い
う
潜
在
的
意
識
を
浸
透
さ
せ

た
。

　

企
業
は
設
備
投
資
の
規
模
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー

の
範
囲
内
に
収
め
、
労
働
者
に
対
す
る
設
備
装
備
率

は
低
下
し
、
技
術
革
新
へ
の
取
り
組
み
も
世
界
に
後

れ
を
取
る
契
機
と
な
っ
た
。

　

将
来
需
要
を
創
造
、
獲
得
す
る
た
め
の
「
前
向
き

投
資
」
を
抑
制
し
、「
積
極
経
営
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
な
い
の
で
収
益
も
売
上
も
伸
び
ず
、
労
働
者
数
で

除
し
た
労
働
生
産
性
は
低
下
。
つ
ま
り
、
労
働
生
産

性
低
下
は
経
済
低
迷
の
「
原
因
」
で
は
な
く
「
結
果
」

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
、
企
業
の
雇
用
対
策
は
安
い
労

働
力
を
得
る
こ
と
に
傾
斜
。
こ
の
こ
と
が
、
既
に
広

が
っ
て
い
た
非
正
規
雇
用
や
技
能
実
習
生
の
社
会
問

題
を
深
化
さ
せ
た
。

　

こ
の
間
、
企
業
収
益
力
は
超
低
金
利
政
策
に
下
支

え
さ
れ
て
い
た
。
法
人
企
業
統
計
か
ら
利
払
い
前
ベ

ー
ス
の
売
上
高
経
常
利
益
率
を
算
出
し
て
み
る
と
、

2
0
0
0
年
代
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
1
9
9
0
年
代

の
水
準
を
も
下
回
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
調
整
」
を
終
え
「
3

つ
の
過
剰
」
を
解
消
し
て
も
、
利
益
率
は
改
善
し
て

い
な
い
た
め
、
計
算
結
果
と
し
て
算
出
さ
れ
る
労
働

生
産
性
が
低
い

の
は
当
た
り
前

で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
、

技
術
革
新
の
進

化
や
そ
れ
に
伴

う
世
界
の
変
化
は
劇
的

に
加
速
。
日
本
は
そ
れ

に
乗
り
遅
れ
た
。
と
言

う
よ
り
、
状
況
認
識
が

で
き
ず
、
2
0
1
0
年
代
も
「
井
の
中
の
蛙
」
状
態

が
続
い
た
。

　

08
年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
論
壇
で
は
「
3
つ

の
過
剰
を
乗
り
切
っ
て
い
た
日
本
企
業
へ
の
影
響
は

欧
米
中
企
業
に
比
べ
て
軽
微
」
と
の
論
調
す
ら
聞
か

れ
た
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
新
陳
代
謝
が
高
ま
っ
た
欧

米
中
産
業
界
で
は
、
10
年
代
に
Ｉ
Ｔ
系
を
中
心
と
し

た
新
興
企
業
が
さ
ら
に
勃
興
。
次
々
と
ユ
ニ
コ
ー
ン

が
誕
生
し
て
い
っ
た
。
日
本
で
は
、
00
年
代
の
対
応

の
失
敗
と
認
識
の
齟
齬
は
10
年
代
の
さ
ら
な
る
失
敗

を
誘
発
し
た
。

　

高
度
成
長
期
真
っ
只
中
の
1
9
6
0
年
度
の
付
加

価
値
額
を
見
る
と
、
製
造
業
3
･
9
兆
円
が
非
製
造

業
3
･
0
兆
円
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
以
後

は
産
業
の
サ
ー
ビ
ス
化
、
第
3
次
産
業
化
が
進
行
し

た
。

　

米
経
済
紙
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ

ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
2
0
2
0

年
1
月
3
日
付
電
子
版
で
「
日
本

の
『
失
わ
れ
た
数
十
年
』
か
ら
学

ぶ
教
訓
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
し
た
。「
失
わ
れ

た
30
年
」
の
原
因
は
日
本
が
構
造
改
革
を
行
わ
な
か

っ
た
た
め
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
現
状
打
開
に
は
企

業
や
社
会
の「
古
い
体
質
」「
変
わ
れ
な
い
組
織
風
土
」

等
の
打
破
が
必
要
だ
。「
原
因
」
と
「
結

果
」
の
関
係
を
誤
解
せ
ず
、
着
実
に
改

革
に
取
り
組
ま
な
い
と
「
失
わ
れ
た
40

年
」
へ
の
道
に
迷
い
込
む
。
い
や
、
も

う
迷
い
込
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
、
脱

出
経
路
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

毎
年
7
月
に
は
経
済
財
政
白
書
が
公

開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
稿
は
今
年
の

白
書
の
内
容
も
踏
ま
え
て
書
く
こ
と
を

企
図
し
た
が
、
内
閣
府
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
内
容
確
定
及
び
公
表
が
8
月
下
旬

に
遅
れ
る
と
い
う
。

　

岸
田
政
権
に
な
っ
て
漸
く
「
30
年
間

給
料
が
上
が
っ
て
い
な
い
こ
と
」
を
政

府
と
し
て
認
め
た
。
現
状
打
開
の
た
め

に
は
現
実
を
直
視
す
る
こ
と
が
先
決
で

あ
り
、「
現
状
認
識
な
く
し
て
現
状
打

開
な
し
」
で
あ
る
。
こ
の
点
は
評
価
す

べ
き
だ
ろ
う
。

　

そ
の
う
え
で
、
そ
の
原
因
を
ど
の
よ

う
に
分
析
し
、
打
開
策
と
し
て
ど
の
よ

う
な
論
理
と
政
策
手
段
を
訴
え
る
か
。

白
書
の
内
容
次
第
で
岸
田
政
権
の
可
能

性
と
限
界
が
明
確
に
な
る
。

　

読
者
が
こ
の
原
稿
を
読
む
頃
に
は
公
表
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
想
定
し
つ
つ
、
そ
の
際
の
参
考
に
な
る
よ

う
に
過
去
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。

「
経
済
白
書
」
は
1
9
4
7
（
昭
和
22
）
年
か
ら
毎

年
公
表
さ
れ
て
い
る
。
経
済
白
書
は
通
称
で
あ
り
、

正
式
名
称
は
年
次
経
済
報
告
だ
。

　

省
庁
再
編
を
機
に
内
閣
府
が
発
足
し
た
2
0
0
1

（
平
成
13
）
年
以
降
は
、「
財
政
」
が
加
わ
り
、
正
式

名
称
は
年
次
経
済
財
政
報
告
、
通
称
は
「
経
済
財
政

白
書
」
と
な
っ
た
。

　

1
9
4
7
年
7
月
4
日
、
第
1
回
の
経
済
白
書
の

タ
イ
ト
ル
は
「
財
政
も
企
業
も
家
庭
も
赤
字
」。
な

る
ほ
ど
、
そ
の
時
点
の
国
の
経
済
状
況
を
端
的
に
示

し
て
い
る
。

　

56
年
の
第
10
回
経
済
白
書
「
日
本
経
済
の
成
長
と

近
代
化
」
に
記
さ
れ
た
「
も
は
や
『
戦
後
』
で
は
な

い
」
と
い
う
表
現
は
大
流
行
語
に
な
っ
た
。

　

90
年
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、
通
常
の
景
気
循
環
で

は
説
明
で
き
な
い
回
復
の
遅
れ
に
つ
い
て
、
94
年
版

経
済
白
書
は
以
下
の
よ
う
に
分
析
し
た
。

　

要
約
す
る
と
、
80
年
代
の
バ
ブ
ル
期
に
企
業
が
資

産
・
負
債
を
両
建
て
で
増
加
さ
せ
た
結
果
、
バ
ブ
ル

崩
壊
で
資
産
価
格
が
下
落
し
て
企
業
資
産
が
減
少
す

る
一
方
、
負
債
は
そ
の
ま
ま
残
り
、
残
っ
た
過
大
な

負
債
を
調
整
し
て
い
く
過
程
が
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

調
整
」
で
あ
り
、
こ
の
調
整
を
終
わ
る
ま
で
は
企
業

が
投
資
を
抑
制

し
て
経
済
全
体

に
マ
イ
ナ
ス
の

影
響
が
及
ぶ
、

と
の
分
析
で
あ

っ
た
。

【「
三
耕
探
究
」
と
は
？
】「
学
有
り
、
論
優
れ
ど
も
、
心
貧
す
れ
ば
、
任
に
能
わ
ず
」
と
い
う
考
え
か
ら
、「
耕
学
」「
耕
論
」「
耕
心
」
す
な
わ
ち
「
三
耕
」
の
「
探
究
」
の
重
要
性
を
示
す
筆
者
の
造
語
。

経済財政諮問会議で「骨太の方針」を公表した岸田文雄首相（左は後藤茂之内閣府特命担当大臣、HPより）

内閣府「3つの過剰」論を浸透させた平成11（1999）年版経済白書

「
3
つ
の
不
足
」を
ど
う
乗
り
越
え
る
か

経
済
低
迷
も
た
ら
し
た「
3
つ
の
過
剰
」論

「資産運用立国」うい危
「骨太の方針」の「資産運用立国」は、それに付随して懸念される
為替や金利への影響、資金循環構造の変化への洞察が足りない。
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中
国
の
工
業
化
が
進
み
始
め
た
80
年
代
以
降
、
日

本
の
製
造
業
の
付
加
価
値
額
は
停
滞
。
90
年
代
か
ら

2
0
0
0
年
代
半
ば
ま
で
は
停
滞
ど
こ
ろ
か
減
少
。

21
年
の
製
造
業
と
非
製
造
業
の
付
加
価
値
額
は

81
･
3
兆
円
と
2
1
8
･
7
兆
円
。
非
製
造
業
が
製

造
業
の
2
･
7
倍
に
な
っ
て
い
る
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
云
々
と
言
わ
れ

始
め
て
久
し
い
が
、
産
業
の
サ
ー
ビ
ス
化
を
踏
ま
え

れ
ば
、
そ
れ
に
呼
応
し
た
技
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

（
ラ
イ
フ
モ
デ
ル
）
の
2
つ
が
揃
っ
て
初
め
て
ブ
レ

ー
ク
す
る
。

「
ス
マ
ホ
」
と
い
う
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創

造
し
た
か
ら
こ
そ
、
ス
マ
ホ
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
し
た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
普
及
し
た
。
日
本
の
企

業
や
霞
が
関
、
い
や
政
官
財
学
を
含
む
社
会
全
体
が

「
そ
の
点
」
を
著
し
く
苦
手
と
し
て
い
る
。

「
そ
の
点
」
と
は
「
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創

造
す
る
こ
と
」
及
び
「
そ
れ
を
目
指
し
て
技
術
を
開

発
し
、
活
用
す
る
こ
と
」
だ
。

　

経
済
政
策
、
産
業
政
策
の
み
な
ら
ず
、
人
材
育
成

を
担
う
教
育
政
策
も
20
世
紀
型
製
造
業
全
盛
期
の
構

造
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
20
世
紀
型
モ
デ
ル
の
遺

伝
子
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
雇
用
調
整
助
成
金
が
役
立
っ
た
と
い

う
評
価
が
あ
る
一
方
、
20
世
紀
型
の
企
業
退
職
金
制

度
や
雇
用
調
整
助
成
金
が
労
働
人
材
流
動
化
の
障
害

と
な
っ
た
面
も
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
人
材
不
足
も
深
刻
だ
。
現
役
層
の
リ
ス

キ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
20
世
紀
型
の

教
育
政
策
・
教
育
制
度
の
基
本
構
造
を
改
め
る
こ
と

が
必
要
だ
ろ
う
。
そ
の
取
り
組
み
は
、
将
来
の
日
本

経
済
や
産
業
構
造
に
必
要
な
人
材
を
創
造
す
る
。

　

雇
用
・
設
備
・
債
務
の
「
3
つ
の
過
剰
」
論
が
生

み
出
し
た
日
本
経
済
の
現
状
だ
が
、
今
は
人
材
・
資

金
・
技
術
の
「
3
つ
の
不
足
」
を
ど
う
乗
り
越
え
る

か
が
課
題
だ
。

　

人
材
・
資
金
・
技
術
の
「
順
番
」
が
大
事
で
あ
る
。

技
術
を
生
み
出
せ
と
大
号
令
を
か
け
て
も
、
そ
れ
を

生
み
出
す
の
は
人
材
で
あ
る
。
開
発
に
は
資
金
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
先
に
技
術
が
誕
生
す
る
。

　

そ
の
技
術
を
ブ
レ
ー
ク
さ
せ
る
た
め
に
は
、
新
し

い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
生
み
出
す
分
析
力
、
想
像
力
、

創
造
力
が
必
要
だ
。
そ
れ
ら
を
備
え
た
人
材
育
成
こ

そ
が
、「
失
わ
れ
た
30
年
」
を
脱
し
、「
失
わ
れ
た
40

年
」
に
迷
い
込
ま
な
い
た
め
の
鍵
と
言
え
る
。

　

筆
者
は
こ
の
原
稿
を
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
書
い
て

い
る
。
一
昨
日
は
半
導
体
製
造
装
置
で
世
界
を
牛
耳

る
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
の
立
地
す
る
ア
イ
ン
ト
ホ
ー
フ
ェ
ン
を

訪
問
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｌ
の
周
辺
は
自
然
豊
か
で
閑
静

な
住
宅
街
が
広
が
り
、
多
彩
な
人
種
の
住
民
が
暮
ら

し
て
い
る
。
他
国
か
ら
流
入
し
て
い
る
多
く
の
Ａ
Ｓ

Ｍ
Ｌ
エ
ン
ジ
ニ
ア
も
含
ま
れ
る
。

　

画
一
的
で
時
代
遅
れ
の
教
育
や
産
業
経
済
政
策
に

固
執
す
る
日
本
に
残
さ
れ
た
時
間
は
あ
ま
り
な
い
。

経
済
財
政
白
書
が
「
も
は
や
先
進
国
で
は
な
い
」
と

自
虐
的
な
事
実
を
認
め
る
の
に
再
び
30
年
か
か
れ
ば

「
失
わ
れ
た
60
年
」
で
あ
る
。
日
本
は
世
界
の
後
進

国
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

経
済
財
政
白
書
に
先
立
ち
、「
骨
太
の
方
針
」
す

な
わ
ち
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

2
0
2
3
」
が
6
月
16
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
加
速
す
る
新
し
い
資
本
主
義
」「
未

来
へ
の
投
資
の
拡
大
と
構
造
的
賃
上
げ
の
実
現
」。

要
約
す
る
と
、
高
水
準
の
賃
上
げ
や
企
業
投
資
意
欲

盛
り
上
が
り
等
の
前
向
き
な
動
き
を
拡
大
す
べ
く
、

「
新
し
い
資
本
主
義
」
を
実
現
し
、「
新
時
代
に
ふ
さ

わ
し
い
経
済
社
会
」
の
創
造
を
目
指
す
、
と
い
う
。

「
新
し
い
資
本
主
義
」
と
は
何
か
、「
新
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
経
済
社
会
」
と
は
何
か
。
そ
れ
ら
が
明
確

に
定
義
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
言
葉
が
躍
っ

て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
気
に
な
る
の
は
次
の
点
だ
。

「
骨
太
の
方
針
」
に
は
、
家
計
金
融
資
産
を
開
放
し
、

持
続
的
成
長
に
貢
献
す
る
「
資
産
運
用
立
国
」
を
実

現
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
預
金
偏
重
の
家
計
金

融
資
金
を
投
資
に
振
り
向
け
る
と
し
て
い
る
。

　

従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」

と
何
が
違
う
か
は
別
に
し
て
、
な
ぜ
現
預
金
偏
重
に

な
っ
て
い
る
か
の
背
景
認
識
が
的
確
で
な
い
場
合
、

リ
ス
ク
を
伴
う
方
針
で
あ
る
。

　

懸
念
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
2
点
指
摘
し
て
お
く
。

　

第
1
は
為
替
。
現
在
、
約
2
千
兆
円
の
家
計
金
融

資
産
の
95
％
以
上
は
円
建
て
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の

一
定
割
合
が
外
貨
建
て
資
産
に
シ
フ
ト
す
る
と
大
き

な
円
安
圧
力
を
生
み
出
す
。

　

例
え
ば
、
22
年
末
時
点
で
家
計
は
約
1
1
1
0
兆

円
の
現
預
金
（
円
建
て
）
を
保
有
し
て
い
た
。
こ
の

う
ち
10
％
が
ド
ル
等
外
貨
預
金
に
移
る
と
、
1
1
0

兆
円
規
模
の
円
売
り
に
な
る
。
こ
れ
は
22
年
の
経
常

黒
字
の
約
10
倍
に
相
当
す
る
。

　

現
在
再
び
円
安
が
進
ん
で
い
る
。
資
産
運
用
を
企

図
し
て
ド
ル
外
貨
預
金
を
す
る
家
計
に
と
っ
て
、
円

安
ド
ル
高
は
資
産
形
成
に
は
プ
ラ
ス
で
あ
る
。
政
府

が
資
産
運
用
立
国
を
推
奨
し
た
か
ら
ド
ル
資
産
に
運

用
す
る
一
方
で
、
政
府
・
日
銀
が
ド
ル
売
り
介
入
す

る
事
態
は
論
理
矛
盾
で
あ
る
。「
骨
太
の
方
針
」
は

こ
の
点
が
咀
嚼
さ
れ
て
い
な
い
。

　

第
2
は
、
資
金
循
環
構
造
あ
る
い
は
金
利
に
対
す

る
懸
念
で
あ
る
。
家
計
が
円
建
て
現
預
金
と
い
う
運

用
形
態
を
指
向
し
て
き
た
背
景
に
は
日
本
経
済
の
期

待
成
長
率
が
低
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
。
要
す
る

に
今
の
日
本
経
済
に
お
い
て
現
預
金
を
選
好
す
る
こ

と
は
合
理
的
な
行
動
だ
っ
た
。

　

デ
フ
レ
下
、
あ
る
い
は
物
価
安
定
下
に
お
い
て
は
、

理
論
的
に
最
も
リ
ス
ク
が
小
さ
い
資
産
で
あ
る
た
め
、

現
預
金
運
用
に
は
合
理
性
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
異
次
元
緩
和
、
コ
ロ
ナ
緩
和
、
さ
ら
に

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影
響
か
ら
、
こ
こ
に
き
て
イ

ン
フ
レ
傾
向
が
顕
現
化
。
こ
の
環
境
変
化
に
対
応
し

て
、
現
預
金
か
ら
他
の
資
産
へ
運
用
シ
フ
ト
を
奨
め

る
資
産
運
用
立
国
は
論
理
的
に
は
理
解
で
き
る
。

　

家
計
や
企
業
の
現
預
金
は
銀
行
部
門
に

貯
蓄
さ
れ
、
銀
行
が
そ
の
ま
ま
現
預
金
を

滞
留
さ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
民
間

（
家
計
・
企
業
）
の
現
預
金
は
、
政
府
が

国
債
を
銀
行
に
買
い
取
っ
て
も
ら
う
格
好
で
転
用
さ

れ
、
そ
れ
を
政
府
部
門
の
消
費
・
投
資
に
充
て
て
い

る
。
平
た
く
言
う
と
、
銀
行
は
預
か
っ
た
現
預
金
を

国
債
に
投
資
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
日
本
経

済
の
資
金
循
環
構
造
は
バ
ラ
ン
ス
し
て
い
る
。

　

国
民
に
資
産
運
用
を
奨
め
る
と
い
う
こ
と
は
、
現

預
金
が
他
の
資
産
に
シ
フ
ト
し
、
現
在
の
資
金
循
環

構
造
が
変
わ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
国
債
の
買
い
手

が
減
れ
ば
、
国
債
市
場
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
影
響
し
、

金
利
が
上
昇
す
る
。
政
府
は
円
滑
な
国
債
発
行
に
窮

す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
骨
太
の
方
針
」
は
「
家
計
金
融
資
産
の
開
放
が
持

続
的
成
長
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
論
理
で
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
。

　

逆
に
言
え
ば
「
家
計
金
融
資
産
が
開
放
さ
れ
な
か

っ
た
た
め
、
持
続
的
成
長
が
損
な
わ
れ
て
き
た
」
と

い
う
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
家
計
の
現

預
金
偏
重
は
低
成
長
の
原
因
」
と
い
う
見
方
だ
。

　

し
か
し
、
日
本
の
期
待
成
長
率
が
低
い
の
で
家
計

は
現
預
金
偏
重
な
の
で
あ
る
。
現
預
金
偏
重
は
低
成

長
の
「
原
因
」
で
は
な
く
「
結
果
」
と
い
う
見
方
も

で
き
る
。

　

銀
行
に
よ
る
国
債
投
資
は
、
低
成
長
の
結
果
と
し

て
資
金
余
剰
部
門
と
な
っ
た
家
計
や
企
業
か
ら
預
貯

金
が
集
ま
り
、
資
金
不
足
部
門
で
あ
る
政
府
へ
銀
行

が
資
金
を
融
通
す
る
と
い
う
資
金
循
環
構
造
で
あ
る
。

　

円
建
て
現
預
金
を
中
心
と
す
る
家
計
金
融
資
産
の

構
成
も
、
そ
れ
を
原
資
と
し
て
低
位
安
定
す
る
国
債

利
回
り
も
、
日
本
経
済
の
実
情
を
反
映
し
た
結
果
で

あ
る
。

「
骨
太
の
方
針
」
の
「
資
産
運
用
立
国
」
は
、
そ
れ

に
付
随
し
て
懸
念
さ
れ
る
為
替
や
金
利
へ
の
影
響
、

資
金
循
環
構
造
の
変
化
へ
の
洞
察
が
足
り
な
い
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。
今
後
公
表
さ
れ
る
「
経
済
財
政

白
書
」
と
と
も
に
、
現
状
認
識
と
分
析
に
再
び
失
敗

す
れ
ば
、
日
本
の
低
迷
は
続
く
。

　

日
本
経
済
の
将
来
は
、
政
府
を
頼
み
と
し
な
い
ア

ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ツ
旺
盛
な
個
人
や
企
業
の
台
頭
に

か
か
っ
て
い
る
。 

1

■ 

筆
者
紹
介
　
お
お
つ
か 

こ
う
へ
い

日
本
銀
行
を
経
て
参
議
院
議
員
。
早
稲
田
大
学
客
員
教

授（
早
大
博
士
）、
藤
田
医
科
大
学
客
員
教
授
を
兼
務
。

仏
教
研
究
家
、
歴
史
研
究
家
と
し
て
も
活
動
中
。

政府・日銀がドル売り介入する事態は論理矛盾（財務省）

リ
ス
ク
を
伴
う「
資
産
運
用
立
国
」

「
現
預
金
偏
重
は
低
成
長
の
原
因
」か
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